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倉敷市庄地区の食文化を調査する目的で，庄地区の庄屋N家に江戸時代後期から伝承されていた「記銀法制之

部」という古文書を解読した。

古文書の内容は，食品の加工・貯蔵法97種類，料理法51種類，治療法16種類，、その他13種類で合計177種類で

あった。

倉敷市中央図書館等で調べても，行事食献立の記録例1)2)はみられるが，このような食品製法等の伝承された

ものは発見できず，江戸時代後期の食文化の研究のためには質重な査料であると考えられる。

1. はじめに

「記録法制之部」を保存していたN家の起原

は，系譜によると，戦国時代の天文元年 (1532

年）に丹朴信房の次男大蔵信家を初代として，

備中国東庄村に住居を構えたとされている。そ

して，寛政年間(1789年～）から艇応年間(-1867

年）まで庄屋をつとめたと記録されている 4)。現

在までの連続した資料は系普以外にはないが，

断片的にそれを忍ぶものは幾つか保存されてい

る4)5)。

器物としてはきりだめ，ほかい （行器），耳だ

らい，輪島塗り 本膳食器等，古文書としては天

明の暦，倉敷天領への上納記録，家庭家計記録，

慶事仏事の献立，記録法制之部，水利改修工事

記録等の一部が残っている。

「記録法制之部」は，江戸時代後期までにN

家で実施し，また，他家からの情報を語 り継い

だ覚え書きとし，嫁してきた者や子孫への伝承

の書として頻繁に利用されていたものと考えら

れた。

2.研究方法

(1) 「記録法制之部」の解読

この古文書は正味105ページにわたるA4版横

綴じの和紙で綴られている。これを忠実に解読

し，NEC文豪MINIRXワードプロセ ッサー毛筆

体により入力 • 印刷をする 。

(2) 「記録法制之部」の内容の分類

この書には，食品加工 ・貯蔵法，料理法，治

療法，その他177項目にわたって記録されている

ので，これを分類してその内容と傾向を調べる。
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表 1 記録法制之部 加工貯蔵別食品区分別種類数

(1)分類区分 種類別 (2)加工区分 種類別 (3)食品区分 桶類別

加工法・貯蔵法 97 栽類加工・貯蔵 1 飯 8 

料理法 51 芋類加工・貯蔵 2 餅 16 

治療法 16 豆類加工・貯蔵 6 芋 3 

その他 13 醸造（酒 ・味噌） 40 豆 4 

果実野菜 （沿物） 25 果実野菜 10 

嗜好食品 21 卵 3 

畜産物 2 魚 7 

ムに 計 177 ムロ 計 97 ムロ 計 51 

注） （2）加工区分は(1)の加工法 ・貯蔵法，（3）食品区分は(1)の科理法のそれぞれ内訳となる。

(3) 江戸時代の岡山食文化の調査

この古文書は江戸時代後期に記されたことか

推測できるため江戸時代の岡山の食文化の歴史

を調べることによりその時代背景を知る。

3，結 果

(1) 「記録法制之部」の解読

倉敷市立中央図書館等で古文書解読研究を

し，上段に原文を下段に忠実な読みを記載し解

読書とした。そのうち目次と原文16ページ分を

掲載した。

(2) 「記録法制之部」の内容の分類

この書に記載されている177項目の内容は表 1

のとおりであった。即ち，分類区分では加工法・

貯蔵法97種類，料理法51種類，その他13種類で

あった。

加工法 ・貯蔵法97種類の内訳をみると酒 ・味

噌の醸造が40種類で一番多く，果実野菜の潰物

がこれに次ぎ20種類，嗜好食品が21種類となっ

ている。次に，料理法51種類の内訳を食品区分

でみると餅16種類で一番多く，次いで果物野菜

10種類，飯8種類，魚 7種類，以下豆，芋，卵

の順になっていた。

(3) 江戸時代の岡山の食文化

岡山の食文化史年表6)から江戸時代の食文化

の一端を調査した。次にその一部を掲げる。

1450（宝徳 2)年 この頃播鉢 （すりばち）

が庶民に普及し，味噌汁か一般化する。

1642（寛永19)年諸国飢饉のため，農民の

米常食を禁じ， うどん，そば，まんじゅう ，豆

腐の商売を禁止，雑殻の食用を奨励。

1669（寛文9)年 この頃，熊沢蕃山， 農民

の生活改善を指消し，食生活と栄養保持の料理

として「ちらしずし」を考案したといわれる。

1671（寛文11)年 岡山藩， 家中に対して，

親類，縁者等の寄合で年寄中は一汁三菜のはか

肴一種，番頭 （ばんか しら）と1000石以上の者

は一汁二菜と 肴一種，物頭 （ものかしら） と500

石以上の者は一汁一菜とし， このうち一種は精

進物とすべしという法令を出す。（江戸の料理史）

1690（元禄 3)年 和気郡の大庄屋万波家の

文書の中に「牛乳一斗を献納するよう」との藩

からの命令書あり ，この頃，すでに病人や乳の

ない子供などに飲ませていたようである。

1696（元禄 9)年 3月より岡山藩当局へ運

上を上納するようになった品目は52品目を数え

る（岡山市史），主なJ裳産物は小麦，大豆， 小豆，

務麦，穂胡麻，種子油，鯨油，茶，生魚，塩

魚，こんにやく玉，素麺，木線等となっている。

1718（享保 3)年 菓子に関する最初の書物

「古今名菓子認伝抄」出版される。105種の菓子

のうち，半数以上が砂糖を使用。

1772（安永 1)年 この頃，江戸市中に，す

し，そば，おでん，爛酒の屋台見世が多数出現。

1804（文化 1)年 この頃，江戸で町人の外

食が多くなり，食べもの屋，料理屋の品定めや

自悛などの風潮が現われる。

1815（文化12)年 この頃， 江戸で野菜をき

れいに洗い， 煮るばか りにしたも のが売られる。

1818-1830（文政年間）年 この頃，備中そ

うめん，浅口郡北部の農家の副業として営まれ

る。播州から職人を招いて品質の改良を加え「小

坂そうめん」「出部（いずえ）うどん」の名で売

り出す （味百年）。

1841（天保12)年 児島郡味野村の野崎武左

衛門，東野崎浜塩田 (73町余）を竣工。
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1853（嘉永 6)年米使ペリー，軍艦 4隻を

率いて浦賀に来船，この時，飲料水の一部とし

てラムネを持参し，雑府の役人に飲ませたとい

つ。

1862（文久 2)年 この年発刊の 「大成武鑑J

に岡山藩の特産品として鯛，紡 （かがみだい），

鰹塩浪，鰈 （にべ），干鯨 （カマス？），鶴，水

母をあげる。

4.考 察

古文書「記録法制之部」は，家族や来客，作

男等が食べる常備食品の製法や貯蔵方法，生活

の知恵としての経験や他家から教えて買ったも

のを党え帳として数回に分けて記載し，余白ペ

ージには追加記載できるようになっている。ま

た，丁寧に口とりもつけて必要な項目が引き出

し易いようになっていて日常頻繁に利用されて

いたように思われる。

日本の民族岡山”によると吉備高原地区におい

ても，その土地で生産される食品や自然に生え

る植物を年中利用できるように乾媒したり ，塩・

味噌を利用して常備食品を確保するために相当

の時間と労力を骰していたことがうかがわれ，

この書もそのためのノーハウであったと考えら

れた。

西日本では，食事に箱膳を利用することが多

かった8）。この箱膳には普通，飯碗，汁碗，小皿

と箸が入っていた。これは，一汁一菜の食事ス

タイルを現したもので日常の食事の基本形態を

なしている。一汁は味噌汁であり， 一菜は浪物

等常備的な食品であった。この常備的食品を確

保するために先人は悲しいまでの努力をして来

たように思われた。

今後の課題としては，この調査研究を深めて

「記録法制之部」の意味や周辺の食文化を探っ

てみる ことが必要であると考えさせられた。

5.謝辞
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